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鳥取西高等学校図書館 

館内で読書感想文・体験記の課題におすすめの本を展

示中です。 

ぜひ読んでみてほしい『世界や日本の名作文学』や、本

選びの参考として過去の青少年読書感想文コンクール『課

題作品』、『最近のおすすめ作品』、そして『ノンフィクション』

と４つのコーナーがあります 

過去の優秀作文も展示しています。この機会に、あなたの

お気に入りの一冊を見つけてみてください。 

「どんな本を選んだらいいかわからない」「○○のジャン

ルでおすすめの本を教えて」など聞きたい人は、ぜひ気軽に

カウンターでお尋ねください。 

展 示 

 

前田孝行先生（地歴公民科）おすすめ！ 

『史記 中国古代の人びと』 

貝塚茂樹／著  

中央公論新社 

1963 年 
 
 
  
 
  
 

歴史は発展を説くべきものである、といわれ

る。歴史はものごとの経緯を知る手立てであっ

て、歴史を捨象した思考と実践は、ものごとの経

緯を知らないために己の立ち位置を見出せず、教

訓を得られず、失敗と非効率を繰り返す。 

 さて『史記』である。これは全 130 巻の大作 

である。たとえ権力であっても容赦なく批判の対

象である。天下大勢の暗運潜移を淡々記述し、決

して「権力だから批判する」とか「権力側からみ

た歴史」というふうに堕してはいない。この大作

からはしかし、「発展の理法」を見つけるのは困

難であろう。そこで私はまた古書（失礼！）を開

こうと思う。この年齢になり、同じ本でも「いつ

どんな風に読むか」で、その味わいが大きく変わ

ってくるものなのだな、と今つくづく思う次第。 

平尾加奈子先生（数学科）おすすめ！ 

『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』 

村上春樹／著  

新潮社 

1985 年 
 
 
  
 
  
 

『ハードボイルド・ワンダーランド』と『世界の終

り』という２つの章を交互に読み進めていく形式にな

っています。『ハードボイルド・ワンダーランド』の

主人公は「計算士」という重要なデータを暗号化する

特殊な職業に就いており、ある人物からの依頼を受け

たことでトラブルに巻き込まれます。『世界の終り』

は壁に囲まれた「街」に主人公が入るところから始ま

ります。その「街」は自分の影を持つことが許されな

いうえ、主人公は「夢読み」という仕事をすることが

決められています。かなり特殊な世界ですが、争いご

ともなく平和で理想的に見えます。でも、読み進めて

いくうちに、どうして『世界の終り』というタイトル

なのか、どうしてこの２つの世界を交互に読んだ方が

いいのかが分かってきます。 

高校生の頃、この小説が村上春樹を読み始めるきっ

かけになりました。もし、機会があれば読んでみてく

ださい。 

先生方のおすすめ本 📚 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新着図書の一覧は、校内からは西高図書館 

蔵書検索のページから見られます。学校外 

からは、鳥取西高公式ホームページ内の 

「図書館より」のページからご覧ください。 

図書館ジャーナルの 

バックナンバーも見られます 

『spring』  

恩田陸／著 （筑摩書房） 

 天才ダンサー＆振付師として活躍する主人

公を 4人の視点から描く短編集のような長

編小説。バレエを知らなくても、きっと主人公

の魅力に心掴まれます。パラパラ漫画つき。 

『さみしい夜にはペンを持て』 

 古賀史健／著 （ポプラ社） 

小説ではありません。が、タコジローの物

語を通して「日記」を軸に、自分と向き合

う、自分の気持ちを文章化するヒントがたく

さん散りばめられた本です。 

展 示 展 示 

今まさに梅雨入りしそう 

な時期ではありますが、 

夏はもうすぐ！ 

夏と言えば、やっぱり海！

ということで、幅広く海に関する本を展示中です。 

オーソドックスに『海の本』や海の写真集、図鑑、海

の生き物、海獣・クラゲ・ウミウシ・タツノオトシゴ、美

味しそうな魚のレシピ本、そしてもちろん海が舞台の

小説などなど、本を開けばそこはもう海。青い本が

多くて見ているだけで涼しいコーナーです。 

 

6 月 25 日（火）放課後 

に図書館で開催される 

第 3回鳥城セミナー 

「安心して暮らせる社会をつくる」 

に合わせて、法学部や検察官の仕事がわかる本を紹

介しています。『なるには Books 大学学部調べ 法学

部』『法学を学ぶのはなぜ？気づいたら法学部、にな

らないための法学部入門』などがおすすめです。 

ぜひセミナーの前後に手に取ってみてくださいね。 

『クスノキの女神』  

東野圭吾／著 （実業之日本社） 

『クスノキの番人』に続くシリーズ第 2

弾。不思議な力を持つクスノキと、その番人

の元を訪れる人々が織りなす物語。 

『ゆれるマナー』 青山 七恵／ほか著  

（中央公論新社） 

9 名の作家によるマナーをテーマにした

エッセイ１００篇。1篇 2 ページずつなので

隙間時間にちょっとずつ楽しめます。「図書

館のマナー」なんていうのもあります。 

・・・・・  つづきが入りました！ ・・・・・ 

『わたしの幸せな結婚 8』『薬屋のひとりごと 15』 

『税金で買った本 11』  『数字であそぼ。 11』 


